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昭相方十五年J

前期石桜会役員

前
期
生
徒
会
役
員

去
る
四
月
二
十
五
R
〓
り
石
桜

役
員
改
選
の
結
果
、
前
期
役
員

が
次
の
よ
う
－
こ
決
定
し
、
す
で

に
認
証
式
を
経
て
新
し
い
体
制

で
活
動
を
開
始
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
。

◎
執
行
委
員
会

会
　
長

副
会
長

藩
　
記

会
　
計

田
中
和
斗

大
矢
裕
ナ

渡
辺
　
要

平
子
剛
志

熊
谷
幹
雄

桃
山
黍
也

浅
沼
洋
人

○
執
行
秦
員

照
井
和
久

又
川
　
見

清
水
　
互

星
川
光
輝

石
川
元
首

佐
藤
益
文

鈴
木
和
彦

佐
藤
隆
二

高
橋
明
広

（
…
）
常
任
委
員
会

○
生
活
委
員
会

要
員
長
　
照
井
和
久

副
委
員
長
　
千
葉
孝
之

菅
原
秀
基

○
学
習
委
員
会

委
員
長
　
及
川
　
晃

副
委
員
長
　
高
邑
道
雄

大
沢
田
毅
樹

○
図
書
委
員
会
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あ
ろ
う
。
あ
る
時
は
、
一
歩
も

生
徒
会
長
再
任
に
あ
た
っ
て

田
　
　
中
　
　
和
　
　
斗

私
が
最
近
み
た
映
画
の
一
つ

に
、
「
北
壁
に
舞
う
」
と
い
う

映
画
が
あ
る
。
今
ま
で
数
多
く

の
山
を
征
服
し
て
き
た
名
も
た

い
一
人
の
日
本
人
が
、
巨
大
な

壁
と
も
い
え
る
山
に
一
七
四
時

間
も
一
人
で
、
長
い
孤
独
に
耐

え
た
が
ら
つ
い
に
山
に
登
り
つ

め
る
と
い
う
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で

あ
る
。
こ
の
映
画
の
中
で
は
、

出
演
者
は
唯
一
、
被
の
み
で
あ

る
。
あ
と
は
雪
と
山
と
が
大
部

分
や
あ
っ
た
。
何
故
、
彼
は
そ

れ
ほ
ど
ま
で
に
し
て
、
山
に
登

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

私
は
こ
の
映
画
を
見
て
い
て

ふ
と
、
あ
る
人
が
有
名
な
登
山

家
に
、
「
あ
な
た
は
な
ぜ
、
山

に
登
る
の
で
す
か
。
」
と
た
ず

ね
た
時
、
す
か
さ
ず
登
山
家
は

「
そ
こ
に
山
が
あ
る
か
ら
さ
。
」

と
答
え
た
と
い
う
有
名
な
話
を

思
い
出
し
た
。
こ
の
官
業
を
私

自
身
は
、
そ
の
登
山
家
に
と
っ

て
山
と
い
う
も
の
は
、
彼
自
身

の
人
生
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も

避
け
て
は
通
れ
な
い
試
様
で
あ

る
と
思
う
。
お
そ
ら
く
、
映
画

の
主
人
公
も
同
じ
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
巨
大
な
壁
で
あ
る
岩

に
ピ
ッ
ケ
ル
を
力
い
っ
ぱ
い
打

ち
つ
け
て
い
る
姿
は
、
彼
が
そ

の
巨
大
な
山
に
立
ち
向
か
い
な

が
ら
も
、
一
方
で
は
、
自
分
の

人
生
に
対
し
て
も
、
立
ち
向
か

二
し
い
る
姿
に
思
え
た
。

人
生
は
、
い
ろ
い
ろ
な
巨
大

な
総
を
よ
じ
の
ぼ
る
こ
と
か
も

し
れ
な
い
．
私
は
、
今
度
の
金

具
再
任
に
あ
た
っ
て
、
痛
切
に

感
じ
た
こ
と
は
、
私
の
目
の
前

に
は
二
つ
の
巨
大
な
壁
が
、
立

ち
ふ
さ
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

た
こ
と
で
あ
る
。
一
つ
は
、
学

校
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
も
う

一
つ
は
生
徒
と
い
う
巨
大
な
魔

で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
私
は
映

国
の
主
人
公
の
ご
と
く
、
私
の

仕
事
に
と
っ
て
、
避
け
て
は
逸

れ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ

の
二
つ
の
壁
に
立
ち
向
か
う
で

進
め
ず
立
ち
止
ま
っ
た
り
、
も

し
く
は
、
足
を
踏
み
は
ず
し
て

し
ま
う
か
も
し
な
な
い
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の

壁
を
登
ろ
う
と
も
せ
ず
、
下
界

で
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
で
、

よ
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る

作
者
が
、
「
他
人
が
い
な
け
れ

ば
人
間
は
、
存
在
で
き
な
い
ご

と
言
っ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
そ

委
員
長
　
清
水
　
互

副
葬
貞
長
　
藤
沢
康
文

川
守
田
雅
啓

○
出
版
委
員
会

委
員
長
　
星
川
光
輝

副
委
員
長
　
岩
渕
光
一

佐
藤
敬
史

○
放
送
委
見
金

委
員
長
　
鈴
木
和
恵

副
委
員
長
　
見
　
直
槻

青
田
　
遠

○
文
化
委
員
会

委
員
長
　
佐
藤
益
文

副
葬
員
長
　
高
橋
　
智

幅
　
信
明

○
体
育
委
員
会

委
員
長
　
石
川
元
喜

副
葬
貝
長
　
雅
子
洋
和

人
藁
　
真

5
4
年
度
後
期
奨
学

金
授
与
さ
れ
る

去
る
四
月
九
日
に
昨
年
度
後

期
戌
鎮
優
秀
者
十
四
名
に
奨
学

金
が
投
与
さ
れ
た
。

授
与
者
は
左
記
の
通
り

三
年
　
組
　
高
橋
智
明

二
年
　
組
　
田
村
　
塾

小
笠
原
和
博

高
橋
明
宏

一
年
　
姐
　
菊
池
祐
一

細
越
建
志

小
泉
修
二

高
橋
　
字

書
田
　
敦

永
井
栄
一

軌
山
　
奴

儀
谷
幹
雄

斉
藤
博
斐

根
反
信
之

（
奨
学
金
は
後
期
」
ハ
か
月
分
の

授
業
料
に
相
当
す
る
額
が
授
与

さ
れ
る
。
）

岩
　
手
　
山
　
登

早
朝
由
時
、
突
然
眠
り
の
中

か
ら
日
を
暖
ま
し
た
せ
い
か
、

天
兼
だ
虜
が
ポ
ヤ
ツ
と
し
て
い

た
が
、
窓
を
開
け
空
を
見
る
と

快
晴
の
気
で
あ
る
。

五
時
校
庭
に
集
合
し
バ
ス
に

分
乗
し
、
一
路
馬
近
し
へ
出

発
。昨

年
は
下
山
の
時
に
思
い
が

け
な
い
負
傷
章
が
出
て
、
救
護

班
の
生
徒
、
先
生
方
々
が
大
変

苦
し
い
思
い
を
し
た
享
が
頭
の

隅
に
こ
び
り
つ
い
て
い
る
。

準
備
体
操
の
後
、
六
時
三
十

分
登
山
開
始
。

何
度
登
っ
て
み
て
も
、
一
合

目
か
ら
三
合
目
ま
で
の
啓
す
正

本
当
に
苦
し
い
。
人
一
倍
汗
か

き
の
私
に
と
っ
て
は
、
汗
が
ポ

ク
ボ
タ
と
落
ち
脚
の
筋
が
張
っ

て
き
て
、
息
が
上
っ
て
し
ま
う

が
、
マ
イ
ペ
ー
ス
を
持
続
し
て

「
今
が
苦
し
く
、
辛
抱
す
る
時

ぞ
」
と
自
分
自
身
に
気
合
い
を

入
れ
る
。
時
々
下
界
に
広
が
る

美
し
い
眺
め
が
、
一
時
の
疲
れ

を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
る
。
ま
た

一
歩
一
歩
前
進
。
　
　
＼

し
か
し
反
面
生
徒
達
は
粟
疇

し
い
健
脚
で
色
々
と
雑
談
し
な

が
ら
平
気
で
量
っ
て
行
く
。

前
日
か
ら
心
配
さ
れ
た
天
候

は
、
過
去
に
な
い
程
の
快
晴
に

恵
ま
れ
、
気
温
も
上
ら
ず
、
源

風
が
吹
い
て
、
順
調
な
登
山
日

和
で
あ
っ
た
。

五
合
巳
、
御
談
石
に
到
着
っ

視
界
も
す
っ
か
り
開
け
眺
望
は

姫
神
山
、
駒
ヶ
岳
、
早
池
峰
が

く
っ
き
り
と
浮
び
あ
が
っ
て
い

山

る
。こ

の
広
大
な
大
地
の
自
然
、

そ
の
中
に
生
き
て
い
る
私
達
の

存
在
が
、
何
か
l
点
に
し
か
鼠

え
な
い
よ
う
な
錯
覚
を
感
じ
さ

せ
る
よ
う
な
、
広
大
な
自
然
が

眼
前
に
広
が
っ
て
い
る
。
年
々

自
然
が
破
壊
さ
れ
て
は
い
る
け

れ
ど
、
私
達
の
故
郷
は
、
乗
だ

自
然
の
美
し
さ
が
残
さ
れ
て
い

る
。
五
合
日
を
過
ぎ
る
と
も
う

楽
な
登
り
で
、
測
候
所
が
近
づ

い
て
乗
る
。
測
候
所
で
休
憩
し

昼
食
を
と
る
。
不
動
平
か
ら
山

頂
の
道
脛
も
意
外
と
き
つ
い
登

り
で
上
を
J
見
て
登
る
と
疲
れ

が
ひ
ど
い
の
で
、
敗
昔
と
し
て

下
を
見
て
登
る
。
校
旗
が
建
立

さ
れ
て
い
る
所
で
全
員
校
歌
斉

唱
。

い
つ
も
な
ら
ガ
ス
が
か
か
っ

た
り
冷
め
た
い
風
が
吹
く
こ
と

が
争
い
の
に
、
孝
っ
た
く
今
度

だ
け
は
、
蛮
暗
し
い
天
気
だ
。

い
よ
い
よ
松
川
温
泉
を
目
指

し
下
山
開
始
。
お
花
畑
ま
で
、

急
な
下
り
に
な
る
の
で
、
菊
池

先
生
よ
り
、
厳
し
い
注
意
が
な

さ
れ
、
約
一
時
三
十
分
で
お
花

畑
に
到
着
、
途
中
、
加
藤
先
生

の
胸
に
大
き
な
石
が
当
っ
た

が
、
幸
い
に
も
怪
我
も
な
く
、

ホ
ッ
と
す
る
。
松
川
温
泉
の
湯

煙
が
見
え
る
け
れ
ど
、
下
り
坂

の
約
三
時
間
は
、
膝
に
負
担
が

か
か
る
の
で
、
結
構
つ
ら
い
。

昨
年
は
こ
こ
で
故
障
者
が
出
た

の
で
、
気
を
つ
け
な
が
ら
下
山

が
進
む
。
相
変
ず
足
場
が
恋
か

っ
た
が
、
遂
に
松
川
温
泉
に
全

員
無
事
到
着
し
た
凸

温
泉
に
つ
か
っ
て
い
る
と
、

登
山
の
苦
し
さ
が
吹
き
と
ん
で

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
気
播
が
、
今

で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

教
生
釆
た
る

の
通
り
だ
と
、
私
は
思
う
。
そ
”

し
て
、
そ
の
二
つ
の
塗
が
な
か

っ
た
ら
、
自
分
自
身
の
存
在
も

あ
り
え
な
い
と
思
う
。

こ
の
二
つ
の
壁
は
、
私
が
登

っ
て
い
っ
て
も
映
画
の
主
人
公

の
上
う
に
私
は
少
し
で
も
そ
の

壁
を
登
っ
て
行
こ
う
と
考
え

る
。
た
と
え
、
そ
の
こ
と
に
対

し
て
、
人
か
ら
無
意
味
な
こ
と

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
も
。

▼
新
任
紹
介

今
年
は
新
し
く
我
が
校
に
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
二
人
の
先
生
方

に
簡
単
な
質
問
を
試
み
ま
し
た

質
問
事
項

て
担
当
教
科
　
二
、
出
身
校

三
、
趣
味
　
四
、
尊
敬
す
る
人

五
、
生
徒
に
二
言

山
本
先
生

一
、
事
務
　
二
　
紫
波
高
校

三
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音
楽
鑑
百

五
、
学
校
を
さ
ぼ
ら
な
い
よ
う

佐
藤
先
生

一
、
美
術
　
二
　
岩
手
大
学
教

育
学
部
　
三
ス
ポ
ー
ツ

四
、
へ
ン
リ
1
・
ム
ー
ア

五
、
打
ち
こ
め
る
何
か
l
つ
を

見
つ
け
る

六
月
三
十
日
か
ら
七
月
十
二

日
に
か
け
て
、
本
校
に
四
人
の

教
育
突
習
生
の
方
が
我
が
校
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

教
生
の
皆
さ
ん
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
試
み
ま
し
た
。

質
間
事
項

「
担
当
教
科

l
「
出
身
校

二
「
趣
味

四
、
愛
読
書

五
、
尊
敬
す
る
人

夫
、
学
校
へ
の
感
想

七
、
生
徒
に
一
首

吉
由
文
明

一
、
国
語

三
都
留
文
科
大
学
文
学
部

三
、
ス
ケ
ー
ト
（
7
イ
ス
ホ
ッ

ケ
ー
）
、
妹
雀

四
、
今
菅
物
語
、
滝
口
入
道
、

高
山
樗
牛
、
山
月
記
、
中

島
敦
、
高
橋
和
巳
、
三
島

由
紀
夫
、
渡
辺
淳
一
の
作

品

五
、
精
い
っ
ぱ
い
生
き
て
い
て

尚
お
且
つ
心
に
ゆ
と
り
の

あ
る
人

六
、
建
物
の
立
沢
さ
に
、
只
々

圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り

七
、
自
分
の
意
思
を
は
っ
き
り

と
主
張
で
き
る
人
間
で
あ

っ
て
ほ
し
い
。

柴
内
三
幸

一
、
社
会
、
日
本
史

二
、
法
政
大
学
文
学
部

三
、
映
画
鑑
質

四
、
夜
明
け
前
、
夏
昌
漱
石
l

奴

五
、
豊
田
武
氏

六
、
新
築
さ
れ
、
生
徒
も
多
く

な
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。

七
、
日
的
な
も
っ
て
人
生
を

‥

∵

・

二
、
大
東
文
化
大
学
外
囲
語
学

部写
真
、
8
－
1
、
リ

l
a
召
コ
髭
望
0
．
－

松
本
亨

乗
に
環
境
が
良
く
な
り
ま

し
た
ね

G
0
0
d
－
u
n
貯
　
5
分
m
r
 
J
p
か

F
c
k

G
喜
d
－
喜
好
F
 
y
O
亡

き・主

大
平
首
相
が
亡
く
な
り
、
県

人
の
鈴
木
総
理
大
臣
誕
生
か
里

と
も
な
れ
は
、
生
徒
の
中
に
も

少
な
か
ら
ず
政
治
に
興
味
を
も

つ
人
も
い
る
で
L
ェ
う
。

大
平
首
相
の
嫉
合
、
カ
ト
リ

ッ
ク
葬
、
親
族
葬
、
県
民
葬
、

そ
し
て
国
民
葬
と
、
亡
く
な
っ

て
か
ら
も
忙
し
い
人
で
し
た
が

″
人
の
噂
も
七
十
五
日
〟
と
は

こ
の
こ
と
で
、
今
は
、
そ
の
軒

の
話
は
全
く
耳
に
し
ま
せ
ん
白

鈴
木
氏
の
場
合
も
、
騒
い
で
い

る
の
は
、
一
部
分
の
人
た
ち
だ

け
…
…
…
こ
れ
で
は
、
先
が
思

い
や
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
一

方
で
は
、
総
理
大
臣
に
誰
が
な

ろ
う
が
、
政
治
が
大
き
く
変
わ

り
で
も
し
な
い
か
ぎ
り
、
ま
る

っ
き
り
無
関
心
と
い
う
人
の
方

が
多
い
の
が
目
に
つ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
我
が
校
の
石
桜
会
に

る
の
で
は
な
い
で
し
1
う
か
。

生
徒
総
会
に
し
て
み
て
も
、
自

由
参
加
に
し
た
せ
い
か
、
生
徒

が
少
な
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
か

ら
の
石
桜
会
を
大
き
く
左
心
し

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

ト
．

「
石
桜
」
の
紙
面
で
、
各
文

化
部
の
今
年
の
文
化
祭
へ
の
目

長
井

一
、二

、
三
、

四
、

五
、

l

・

1
七
、

彰
現
代
国
語

二
松
学
舎
大
学
文
学
部

将
棋
、
読
望

夏
日
漱
石
、
太
宰
治

特
に
な
し

新
し
い
校
舎
の
こ
の
岩
手

高
校
で
実
習
で
き
て
大
変

う
れ
し
い

少
年
老
い
易
く
学
成
り
捜

し
を
忘
れ
ず
に

校
内
体
育
大
会

六
月
十
日
、
桑
天
に
雨
が
混

つ
た
空
の
下
で
昭
和
五
十
五
年

度
校
内
体
育
大
会
が
行
わ
れ

た
。
今
年
か
ら
新
し
く
綱
引
き

て

、

よ

り

一

一
層
活
気
の
あ
る
も
の
と
な
っ

た
。
成
策
は
次
の
過
り
。

柔
道一

年
一
位
一
E

二
年
一
位
二
E

三
年
一
位
三
も

．
ハ
レ
ー
ポ
ー
ル

一
位
　
二
A

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

一
位
　
三
D

卓
球

一
位
　
教
机

綱
引
き

一
年
一
位
一
C

二
年
一
位
二
B

三
年
∵
脱
三
A

リ

レ

■
一
年
一
位
一
D

二
年
一
位
二
C

三
年
一
位
三
D

総
合渡

勝
　
三
D

準
優
勝
三
A

三
位
　
二
B二

C

復
活
二
年
日
の
今
年
は
、
昨
年

の
ビ
ー
ト
ル
ズ
フ
ェ
ア
の
よ
う

な
、
同
好
会
的
団
体
も
数
多
く

参
加
し
て
、
昨
年
以
上
の
盛
り

上
が
り
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。七

月
、
八
月
と
要
に
入
っ

て
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
一
年
の

体
勢
が
、
か
た
ま
っ
て
き
た
頃

だ
と
思
い
ま
す
。

暑
さ
で
だ
ら
け
た
気
持
ち
を

ひ
き
し
め
、
一
、
二
年
生
は
、

こ
れ
か
ら
の
た
め
に
、
そ
し
て

三
年
生
は
、
最
後
の
冒
接
に
向

か
っ
て
、
自
分
の
夏
を
見
つ

け
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
ら
れ
る

よ
う
、
努
力
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
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高
校
総
体
問
か
る

第
二
回
定
期
浜

奏
会
に
向
け
て

●●◎
…

◆○

第
訟
回
虫
手
県
高
校
総
合
体
育
大
会
か
、
前
期
五
月
二
十
四
日
～
二
十
六
巳
、

中
期
五
月
三
十
一
日
～
六
月
l
盲
後
期
、
六
月
七
R
T
九
日
に
分
け
て
、
各
地
で

行
わ
れ
た
。
我
が
校
は
常
勝
の
山
岳
部
が
都
合
で
参
加
を
と
り
や
め
、
卓
球
庭
球

な
ど
も
餞
酪
は
し
た
が
馨
に
埠
や
く
こ
と
は
出
来
ず
、

手
が
東
北
大
会
の
出
場
権
を
得
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

●　◆　◆　◆　●

軟
式
庭
球
部

六
月
十
二
日
、
岩
手
県
営
連

動
公
図
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
於
て

行
な
わ
れ
堂
々
ペ
ス
ト
8
に
進

出
し
た
。

一
国
概岩

手
2
－
1
久
慈

二
回
戦岩

手
2
－
1
官
帝

三
回
戦岩

手
2
－
0
一
関
工

準
々
決
勝

岩
手
0
－
2
大
船
渡
工

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

四
月
二
十
六
日
、
岩
手
大
学

体
育
館
で
行
な
わ
れ
た
。

一
回
戦薫

毒

攣

富

前
半
丁
終
直
前
に
つ
け
ら
れ

た
差
が
、
そ
の
ま
ま
最
後
ま
で

ひ
び
い
た
。

硬
式
野
球
部

五
月
八
日
、
帰
営
球
場
に
於

て
行
な
わ
れ
た
。

名
刺
育
苗
塩
郎
哉
華
人
正

元
謹
　
好
俊
　
洋
守

藤
川
田
田
多
川
場
沼
坪

退
位
宥
桜
納
本
小
野
浅
大

左
二
三
中
投
l
遊
揃
右

市
立
0
0
0
0
0
0
0
1
×
1

岩
手
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

1
2
3
I
～
‘
7
8
9
計

ラ
グ
ビ
ー

五
月
三
十
二
一
日
の
両
日

釜
石
南
高
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
た
。

掌
上
目
2

0
1
2
一
素
北

宴
三
門
．
8
。
一
望
谷

水
泳
部

七
月
五
、
六
日
花
巻
市
民
プ

ー
ル
に
於
て
行
な
わ
れ
た
。

2
0
0
自
由
形

兵
役
誠
一
（
j
年
）

2
＝
I
l
・
〇
八
位

4
8
0
自
由
形

長
根
誠
一
（
3
年
）

5
‥
4
5
・
5
五
位

1
0
0
平
泳

丸
山
盟
（
1
年
）

1
・
・
2
5
・
1
七
位

1
0
0
背
泳

石
川
義
勝
（
2
年
）

1
＝
2
～
・
4
九
位

4
0
0
億
人
メ
ド
り
－

石
川
義
勝
（
2
年
）

6
＝
5
7
・
5
六
位

A
T
n
U
∧
U
リ
レ
l

石
川
、
丸
山
、
藤
村
、
長

坂～
＝
0
9
・
9
九
位

D
n
〓
U
∧
U
リ
レ
】

石
川
、
藤
村
、
高
橋
（
丸

山
）
、
長
坂

1
1
‥
I
7
～
八
位

総
合
九
位

卓
球

～
月
3
1
日
～
6
月
1
日
に
か

け
て
、
新
日
鉄
小
川
体
育
館
で

行
な
わ
れ
た
。

団
体
晩

t
周
軌
岩
手
4
－
0
山
田

二
回
戦
岩
手
4
1
1
水
沢

三
回
晩
岩
手
1
1
4
盛
商

個
人
晩

一
回
較
苅
聞
沢

2
－
0
福
岡

松
村
2
－
0
久
慈

二
回
戦
　
苅
問
沢0

－
2
韮
和

松
村
2
－
0
東
和

三
回
戟
　
松
村
0
－
2
啓
北

ダ
ブ
ル
ス

一
回
峨
　
岩
手
2
－
0
官
商

二
回
戟
　
岩
手
1
1
2
東
和

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

五
月
二
日
、
盛
岡
北
高
校
で

地
区
予
戦
が
行
な
わ
れ
た
が
、

博
し
八
も
県
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

掌
エ
日
．
5
1
5
）
碁
石

葦
。
n
m
一
2
盛
一

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

七
月
七
・
八
・
九
日
に
わ
た

っ
て
、
岩
手
大
学
グ
ラ
ン
ド
を

会
場
と
し
て
行
な
わ
れ
た
。

葦
ヱ
門
7
4
）
‖
久
慈

掌
ヱ
日
用
一
義
工

私
た
ち
岩
手
高
等
学
校
吹
奏

菜
部
は
、
七
月
三
十
日
岩
手
県

民
会
偲
大
ホ
ー
ル
に
て
第
二
回

定
期
病
奏
会
を
開
催
致
し
ま

す
。こ

の
演
突
会
に
あ
た
っ
て
、

私
た
ち
が
主
張
し
た
い
凛
は
大

き
く
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
「
聴
く
人
に
悠
銘
を

与
え
た
い
。
」
と
言
う
挙
、
そ

し
て
も
う
一
つ
は
、
「
マ
ー
チ

ン
グ
の
す
ば
ら
し
さ
を
解
っ
て

も
ら
い
た
い
。
」
と
言
う
事
で

す
。特

に
二
つ
目
の
マ
ー
チ
ン
グ

に
関
し
て
は
、
岩
手
県
の
高
校

で
行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
、
私

た
ち
岩
手
高
校
吹
奨
禁
部
だ
け

な
の
で
す
。
確
か
に
十
分
や
二

十
分
の
済
技
を
行
な
う
に
も
、

数
カ
月
の
練
習
が
必
秦
で
す

し
、
吹
き
な
が
ら
動
く
暴
自
体

か
な
り
ハ
ー
ド
な
の
で
す
が
、

他
県
で
は
と
て
も
盛
ん
で
マ
ー

チ
ソ
ク
の
大
会
と
な
る
と
、
前

売
り
券
は
発
売
し
て
す
ぐ
に
売

り
切
れ
、
そ
れ
も
会
場
と
な
る

体
育
肇
等
鱒
　
全
席
滑
走
な
の

で
す
。何

故
、
誰
も
が
認
め
る
マ
ー

チ
ソ
タ
の
粟
晴
し
さ
が
岩
手
の

人
た
ち
に
は
解
っ
て
も
ら
え
な

い
の
で
し
ょ
う
。
淋
し
い
事
で

す
。私

た
ち
の
演
募
金
は
三
部
構

成
で
す
。
一
部
は
、
吹
奏
楽
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
済
実
し
ま

す
。
二
部
は
、
ス
テ
ー
ジ
ド
リ

ル
、
マ
ー
チ
ソ
タ
の
事
で
す
。

三
部
は
ポ
ッ
プ
ス
■
、
映
画
音

楽
か
ら
ス
ウ
ィ
ン
グ
の
曲
ま
で

幅
広
く
演
要
し
ま
す
。

昨
年
七
月
二
十
七
日
の
第
一

回
定
期
浜
奨
金
と
、
ほ
ぼ
同
じ

形
式
で
は
あ
り
ま
す
が
、
演
葵

曲
目
が
幅
広
く
な
っ
た
点
に
お

い
て
で
も
成
長
し
た
り
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
又
、
昨
年

九
月
の
全
日
本
吹
奏
菜
コ
ン
ク

ー
ル
岩
手
県
大
会
健
勝
、
十
月

東
北
大
金
銅
貨
は
私
た
ち
に
大

き
な
自
信
を
与
え
て
く
れ
ま
し

た
。
又
、
数
か
月
前
、
私
た
ち

が
い
つ
も
の
様
に
吹
奏
楽
の
基

礎
で
あ
る
、
ロ
ン
グ
ト
！
ソ
を

外
で
や
っ
て
い
ま
す
と
、
あ
る

部
員
が
中
年
の
女
性
に
話
し
か

て
っ
き
り
苦
情
を
言
わ
れ
る
も

の
と
思
い
、
女
性
の
所
へ
行
く

と
、
そ
の
話
の
内
容
は
、
私
た

ち
の
演
奏
会
を
昨
年
見
に
行
き

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
今
年
の

演
奏
会
は
い
つ
で
す
か
、
と
い

う
事
で
し
た
。
こ
の
上
う
な
小

さ
な
事
も
、
私
た
ち
に
力
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
他
校
の
演
奏

会
は
そ
の
学
校
の
生
徒
が
お
客

配
的
絹
㍍
塁
緑
川

こ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
の
病
毒

会
の
客
層
の
大
部
分
が
他
校
生

と
一
般
の
人
々
で
す
。
こ
れ
に

関
し
て
は
複
雑
な
気
持
で
す

が
。数

日
後
の
演
弄
会
に
向
け
て

▲

　

▲

　

▲

　

▲

　

▲

　

▲

　

▲

中
学
校
修
学
旅
行

さ
せ
た
い
一
心
で
練
習
に
は
げ

ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
七
月
三
十
日

の
演
奏
会
に
来
て
下
さ
い
。
そ

し
て
ぜ
ひ
応
援
し
て
下
さ
い
。

お
股
い
し
ま
す
。

因
丁
お
あ
赤
〉
圏

新
聞
が
大
帳
に
遅
れ
、
記
事

の
内
容
に
食
い
違
う
点
が
生
じ

て
し
ま
い
ま
し
た
事
を
御
了
承

下
さ
い
。

右
桜
祭
へ
向
け
て

剣
　
道

五
月
三
十
一
、
六
月
t
 
R
の

両
日
、
盛
岡
第
三
高
校
体
育
館

で
行
わ
れ
た
。

団
体
（
リ
ー
グ
戦
）

岩
手
1
－
3
黒
工

岩
手
2
－
2
水
盤

個
人

一
回
軌
　
三
滴
2
－
0
広
水

後
藤
2
－
0
宮
水

二
回
戦
　
三
浦
0
－
2
軽
米

後
藤
1
－
2
広
水
▼

浅
沼
2
－
0
遠
野

三
回
戦
　
洩
将
2
1
0
花
鰹

四
回
戦
　
浅
沼
0
－
2
軽
米

昨
年
の
十
月
二
十
七
、
二
十

八
日
の
両
日
、
我
が
校
伝
統
の

石
桜
祭
が
三
年
ぶ
り
に
復
落
し

ま
し
た
。
一
ケ
月
前
に
急
拠
取

り
組
み
は
じ
め
、
掲
示
板
や
衝

立
な
ど
を
作
成
し
、
窒
内
裏
伽

に
欠
け
る
面
は
あ
っ
た
も
の

の
、
内
容
的
に
は
各
部
と
も
三

年
ぶ
り
と
は
思
わ
れ
由
は
ど
の

出
来
は
え
、
ま
た
各
バ
ン
ド
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
演
奏
の
方
も
充

実
し
た
も
の
で
し
た
。

今
年
も
十
月
四
日
、
五
日
の

二
日
間
、
石
桜
祭
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

今
年
の
石
桜
祭
は
、
昨
年
を

土
台
と
し
て
さ
ら
に
盛
大
な
文

化
祭
と
な
る
こ
と
で
し
上
う
。

各
部
と
も
、
こ
の
石
桜
条
に
向

け
て
の
活
動
が
早
く
も
は
じ
ま

っ
て
い
ま
す
。

書
道
郡
、
絵
画
部
は
、
今
の

と
こ
ろ
個
人
ご
と
の
作
品
製
作

に
あ
た
っ
て
お
り
、
化
学
部
、

物
理
部
、
生
物
部
は
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
の
研
究
を
進
め
て
い
ま

す
。他

学
部
は
、
岩
石
採
集
を
中

心
に
活
動
を
行
な
い
、
石
桜
祭

ま
で
に
は
す
は
ら
し
い
標
本
が

出
上
が
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
写
真
部
は
私
の
写
異
コ

ソ
テ
ス
ト
を
、
吹
突
楽
部
は
、

七
月
三
十
日
岩
手
県
民
会
館
で

行
な
わ
れ
る
定
期
演
奏
会
と
、

八
月
か
ら
始
ま
る
全
日
本
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
を
兼
ね
た

部
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
映
画

部
も
、
自
作
映
画
の
投
影
と
踊

集
を
行
な
っ
て
お
り
、
夏
休
み

中
に
は
さ
ら
に
新
作
が
三
本
は

ど
出
来
上
り
そ
う
だ
と
の
こ
と

で
す
。私

た
ち
せ
化
委
員
会
も
、
彼

ら
の
努
力
が
む
だ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
ま
た
、
岩
手
高
校
を

校
外
の
人
た
ち
に
よ
く
理
解
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
活
発

な
委
員
会
活
動
を
行
な
い
、
伝

統
あ
る
右
桜
条
を
さ
ら
に
大
き

な
も
の
と
し
、
後
輩
た
ち
に
伝

え
て
い
け
る
よ
う
な
も
の
に
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
皆
の
意
見

を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
大
事
に
し
て

い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。
ま
た

昨
年
と
同
様
、
あ
ま
り
例
の
な

い
ビ
ー
ト
ル
ズ
フ
　
ェ
ア
な
ど

や
、
ス
テ
ー
ジ
で
の
ロ
ッ
ク
コ

ン
サ
ー
ト
等
、
趣
味
的
、
マ
ニ

ア
的
な
催
し
物
の
発
表
を
活
発

に
し
て
、
多
彩
な
文
化
祭
と

し
、
他
に
は
な
い
よ
う
な
、
岩

手
高
校
ら
し
さ
と
い
う
も
の
を

表
現
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
患
い
ま
す
。

石
桜
祭
を
復
活
さ
せ
て
二
年

目
の
今
年
、
何
を
す
る
に
も
後

に
は
、
こ
の
二
年
目
が
大
事
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
の
力
で
、
今
年
の
右
横
祭

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
頑
張
り

ま
L
J
入
ノ
。

、‥、

六
月
二
十
四
日
午
前
五
時
二

十
分
、
盛
岡
駅
に
集
合
し
、
校

長
先
生
の
お
話
や
添
乗
員
の
田

鐸
さ
ん
る
紹
介
が
行
な
わ
れ
た

後
、
ホ
ー
ム
に
入
っ
た
。
見
送

り
に
は
校
長
先
生
、
諸
先
生
、

父
兄
の
方
々
が
見
え
ら
れ
て
い

る
。
五
時
五
十
五
分
、
私
遠
を

乗
せ
て
急
行
「
十
和
由
一
二
号
」

が
発
車
し
た
。
い
よ
い
よ
待
ち

に
待
っ
た
修
学
旅
行
が
始
ま
っ

た
の
で
あ
る
。

青
森
ま
で
の
三
時
間
は
、
お

み
や
げ
、
旅
館
、
見
学
場
所
の

こ
と
ら
ど
、
こ
れ
か
ら
の
旅
程

に
つ
い
て
話
が
は
ず
ん
だ
。
九

時
過
ぎ
に
青
森
駅
に
到
着
し
、

竃
ち
に
遵
枯
船
「
大
雪
九
」
に

乗
船
し
た
。
「
大
雪
九
」
で
は

銀
紙
重
な
ど
を
見
学
し
た
り
、

デ
ッ
キ
に
出
て
津
軽
海
峡
を
眺

望
し
た
。
函
飽
か
ら
は
「
北
斗

三
号
」
で
札
幌
へ
向
い
、
午
後

七
時
過
ぎ
に
「
光
栄
ホ
テ
ル
」

に
着
い
た
。
夕
食
や
入
浴
を
済

ま
せ
た
後
も
友
達
ど
う
し
で
話

が
は
ず
み
、
十
時
に
消
灯
し
た

が
、
な
か
な
か
院
九
な
い
。

二
日
貫
の
早
朝
、
旅
館
を
出

て
北
海
道
大
学
構
内
を
散
歩

し
た
。
や
は
り
他
に
も
、
観
光

に
来
た
人
が
三
人
ほ
ど
記
念
写

真
を
撮
っ
て
い
る
。
私
達
も
ク

ラ
ー
ク
博
士
の
胸
象
の
前
な
ど

で
写
真
を
撮
っ
た
。
木
々
の
撥

や
さ
わ
や
か
な
朝
の
空
気
に
接

し
、
そ
の
環
境
の
良
さ
は
ま
さ

に
北
大
な
ら
で
は
と
い
う
印
象

が
強
か
っ
た
。

朝
食
後
、
大
通
公
国
の
テ
レ

ビ
塔
や
地
下
街
に
向
っ
た
。
札

幌
オ
リ
ソ
ビ
ッ
ク
を
機
に
地
下

鉄
が
完
成
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て

地
下
西
が
並
ん
で
い
る
。
ま
だ

嘩
陶
も
早
く
、
開
店
時
間
前
の

と
こ
ろ
が
あ
っ
て
少
々
残
念
で

あ
る
。
地
下
街
を
後
に
し
て
、

次
に
サ
ッ
ポ
ロ
ピ
ー
∴
工
場
を

見
学
し
た
。
ビ
ー
ル
生
成
の
過

径
や
、
ぴ
ん
づ
め
、
ラ
ベ
ル
は

り
、
不
良
品
を
取
り
酸
く
作
業

な
ど
、
感
心
し
な
か
ら
見
た
。

恩
後
に
、
歴
史
あ
る
記
念
館
で

ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
を
し
、
ア
ソ

ケ
ー
ト
に
答
え
た
。

昼
過
ぎ
に
は
野
幌
の
開
拓
記

念
館
に
向
い
、
開
拓
時
代
の
歴

史
等
に
つ
い
て
見
学
し
た
。
こ

に
な
っ
て
お
り
、
付
近
に
記
念

等
が
立
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
北

海
道
な
ら
で
は
の
大
自
然
が
こ

こ
に
展
開
し
て
い
る
と
い
う
感

じ
で
あ
る
。

午
後
は
．
ハ
ス
で
中
山
峠
を
通

り
、
洞
爺
湖
へ
向
い
、
二
日
目

の
宿
で
あ
る
「
ホ
テ
ル
大
東
」

に
入
っ
た
。

三
日
R
は
．
は
じ
め
に
昭
和

新
山
、
ア
イ
ヌ
部
落
を
訪
れ
、

ア
イ
子
竺
鱒
り
や
歌
、
ま
た
、

メ
ノ
コ
　
（
女
子
）
の
奏
で
る
ム

ッ
ク
ル
と
い
う
め
ず
ら
し
い
楽

器
の
音
色
を
鑑
賞
し
た
。
ま
た

こ
こ
に
は
教
頭
の
ヒ
グ
マ
が
い

て
、
中
で
も
生
後
三
か
月
は
ど

の
子
熊
は
、
パ
ン
ダ
の
よ
う
に

か
わ
い
い
も
の
で
あ
る
。

昼
か
ら
は
、
虻
田
町
の
火
山

科
学
館
を
見
学
し
た
。
体
験
室

で
の
有
珠
大
噴
火
の
記
録
は
、

噴
火
の
恐
ろ
し
さ
や
災
害
に
対

処
す
る
住
民
の
動
き
に
つ
い

て
、
克
明
に
表
現
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
私
達
は
、
以
前
に

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で

知
ら
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、

更
に
そ
の
認
識
を
深
め
さ
せ
ら

れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
パ

ス
で
函
錦
方
面
に
南
下
す
る
途

中
、
大
沼
公
園
に
寄
り
、
自
転

車
な
ど
で
公
国
内
を
散
策
し

た
。
そ
し
て
≡
日
日
の
宿
で
あ

る
港
の
川
温
泉
の
「
花
び
し
ホ

テ
ル
」
に
入
っ
た
。
夕
方
に

は
、
函
館
山
か
ら
百
万
ド
ル
の

夜
景
を
観
賞
す
べ
く
登
っ
て
は

み
た
も
の
の
、
あ
い
に
く
の
露

で
時
々
遠
く
の
先
が
見
え
た
り

す
る
程
度
で
残
念
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
絵
糞
諺
で
が
ま
ん
す
る

こ
と
に
L
よ
う
。

四
日
目
に
入
っ
た
。
い
よ
い

よ
最
終
日
で
あ
る
。
ト
ラ
ビ
ス

チ
ヌ
修
道
院
や
五
陵
郭
を
回

り
、
昼
過
ぎ
に
連
絡
船
「
津
軽

九
」
に
乗
船
。
青
森
か
ら
は
急

行
「
く
り
こ
き
六
号
」
で
盛
岡

に
向
っ
た
。
楽
し
い
旅
行
も
こ

れ
で
最
後
に
な
っ
た
山
も
う
少

し
日
数
が
長
け
れ
ば
上
か
っ
た

と
い
う
思
い
が
、
頭
を
か
す
め

る
が
、
現
実
は
も
は
や
変
え
よ

う
が
な
い
。

七
時
に
盛
岡
駅
に
到
着
。
校

長
先
生
、
話
先
生
、
父
兄
の
方

々
の
姿
が
見
え
る
。
無
事
帰
省

中
の
あ
ら
ゆ
る
世
話
を
し
て
い

た
だ
い
た
日
鋼
さ
ん
へ
、
お
礼

を
L
た
り
し
て
解
散
に
な
っ

た
。最

後
に
こ
の
旅
行
に
出
し
て

く
だ
さ
っ
た
父
母
の
方
夫
や
、

校
長
先
生
を
は
じ
め
詣
先
生
に

感
謝
す
る
と
共
に
、
中
学
校
時

代
の
良
き
思
い
比
と
し
て
、
い

っ
ま
で
も
胸
の
中
に
残
し
て
お

き
た
た
い
と
思
う
。

○
鰐
菓
後
記

石
桜
新
聞
第
八
十
七
号
も
遅

れ
に
遅
れ
て
よ
う
や
く
完
成
し

ま
し
た
凸
本
来
夏
休
皇
川
に
染

着
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
記
事
集
め
や
編
集
の
出
だ

し
が
遅
れ
た
為
に
こ
ん
な
事
に

な
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

僻
ん
で
お
わ
び
致
し
ま
す
。

さ
て
今
回
の
紙
面
で
す
が
、

毎
年
こ
の
時
細
の
石
桜
新
聞
を

見
る
と
高
校
総
体
を
は
じ
め
と

す
る
体
育
関
係
の
記
事
や
、
石

桜
会
の
新
役
員
、
高
二
の
岩
手

山
登
山
と
い
っ
た
内
容
ば
か
り

で
、
い
さ
さ
か
マ
ン
ネ
リ
気
味

な
感
じ
が
し
ま
し
た
の
で
、
少

し
で
も
そ
ん
な
所
を
無
く
そ
う

と
色
々
な
試
み
を
行
っ
て
み
ま

し
た
。

格
に
今
ま
で
の
石
桜
新
聞
で

ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か

っ
た
中
学
の
修
学
旅
行
の
■
記
事

な
ど
は
、
そ
の
意
味
で
成
功
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
患
い
ま

す
。と

こ
ろ
で
楽
し
か
っ
た
夏
休

み
も
終
り
、
い
よ
い
よ
授
菜
が

初
ま
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
新

人
戦
、
前
期
兼
考
査
、
石
桜
祭

等
の
行
革
が
目
白
押
し
で
準
え

て
お
り
ま
す
。
残
暑
き
ざ
し
い

折
、
夏
休
み
気
分
な
一
新
し
て

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
（
箕
は

こ
の
原
稿
は
七
月
八
日
に
雷
い

た
も
の
で
す
。
）

最
後
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
先
生
方
、
各
部
の
方
々
、

委
員
の
方
々
に
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
（
T
）
編
集
委
員聯




